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日本 ヒマラヤ協会昭和63年度通常会員総会を下

記により開催いた します。

ご承知のように、総会は本会の最高意志決定機

関でありますので、会員の皆様には万障繰 り合せ

のうえ出席くださるようお願いいたします。

なお、やむを得ず欠席される場合は、定款の定

めるところにより、委任状を必ず提出されるよう

お願いいたします。 (委任状は、別途送付いたし

ました料金受取人払はがきをご利用ください。

5月 15日 までに必着するようお願いいたします。)

言己

1.日 時 昭和63年 5月 28日 日午後 1時 00分

2.場所 シチズン・ボール会議室

(東京都新宿区高田馬場 4-27-29)

個003-363-2211

(HAJル ーム前 )

議 事

(1)議案第 1号

(2)議案第 2号

(3)議案第 3号

(4)議案第 4号

(5)議案第 5号

昭和62年度事業報告について

昭和62年度収支決算について

昭和63年度事業計画について

昭和63年度収支予算について

会員の除名について

4.その他

新都橋から川蔵南路に入 り、高原に登ると、はるか北々東に針峰群が見

えて くる。雪多山脈の峰々である。その後方には一きわ鋭 くジャラ山がそ

びぇてぃた。                    (山 森欣一)

ヒマラヤ No.■ 99
1.遥 かな り、新青峰 HAJ昆 苓登山隊計画 一

7.神の山、ゲニ峰 HAJゲ ニ峰登山隊計画 一

12.ヒ マラヤ・ ニ ューース<地域ニュース・ トピックス・インフォメーション>

17.UIAA遠 征委員会報告

22.一枚の写真か ら

24.寸感 0事務局日誌

山 森 欣 一

昭和63年度通常会員1総会のお知らせ″

表紙 写真



趣    旨

日本 ヒマラヤ協会 (HAJ)は 、広範なヒマラ

ヤ地域の登山・踏査・学術研究を実践するヒマラ

ヤ愛好者で構成する全国組織の任意団体でありま

す。創立以来、これまで20年 間に、登山 。踏査だ

けでも60数隊を派遣 し、数多 くの成果を挙げて参

りました。また、これらの遠征を通 じて、ヒマラ

ヤ諸国との友好親善 。相互理解 も深めて参りまし

た。

さて、この度、本会の活動の根幹ともいうべき

未踏峰・未踏査地域をめざす隊として、HAJ昆
帯登山隊を派遣することになりました。宝石を散

りばめたように無数の湖水が点在する青蔵高原の

北、新彊ウイグル自治区と青海省の境に位置する

東昆奇の秘峰・新青峰 (6,860m)が 、目的の山で

す。

青蔵公路を離れること約 350m、 道無き青蔵高

原を約 5日 間の踏破 (自 動車)で 、やっとBC予
定地に着けるであろうという、まだまだ探検的要

素の多い登山隊です。

1987年夏の偵察隊も、河の増水や悪路のため、

BC予定地まで達することができませんでした。

この結果、降雨量の比較的少ない 4月 末から6月

中旬を派遣期間と決定致 しました。山容はもちろ

ん周辺の地形すら定かでない地域で、未知への憧

れはいやがうえにも掻き立てられます。

私達は、この機会を最大限に活用 して、新青峰

の初登頂のみならず、自然科学や人文科学上大い

に興味のもたれるこの地域について、様々な成果

をもたらすよう努力致す所存でございます。

何卒、本登山隊の趣旨をご理解の上、皆様の絶

大なるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

1987年 12月

日本 ヒマラヤ協会 HAJ昆 帯登山隊実行委員会

会  長  遠 藤   登

隊 長 植 松 秀 之

計 画 の 概 要

1.隊の名称

HAJ昆 帯登山隊 1988年

(英文名)HAJ KUNLUN EXPEDITION 1988

(略  称)HKE-88
2.派遣母体

日本 ヒマラヤ協会

THE HDИALAYi゛J ASSOCIAT10N OF

JAPAN(HAJ)
3.目 標の山

中華人民共和国 。青海省と新彊ウイグル自治

区の境

新青峰 (XIN ONG PEAЮ 6,860m未踏峰

4.目   的

① 新青峰の初登頂

② 青蔵高原 。東昆寄山脈の探検調査

③ 中国登山界との親善交流
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5.登山期間

19881年 4月 22日 ～ 6月 5日 (45日 間)

6.隊の構成

隊長 植松秀之 隊員 8名  医師 1名

連絡官 1名 通訳 1名  コック 1名 計13名

7.推進の組織

日木ヒマラヤ協会昆奇登山隊実行委員会

会  長 遠藤  登 (HAJ会長代行 )

副 会 長 稲田 定重 ( 同 専務理事)

委 員 長 植松 秀之 ( 同 理事 。隊長)

事務局長 山森 欣一 ( 同 事務局長)

委  員 尾形 好雄 ( 同 常務理事 )

〃  飛田 和夫 ( 同 常務理事 )

″  八木原囲明 ( 同 常務理事)

〃  山田  昇 ( 同 常務理事)

″  登 山 隊 員

8.隊の事務局 (留守本部を兼ねる)

〒160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル506号

日」ヽ ヒマラヤ協ζ

(現地連絡先)

青海省登山協会

青海省西寧市南門外体育場

Tiyuchang Nanmenwai Xining,

Qing Hai,Province,CHINA.
′

「
EL 76030

日 程 概 要

1988年 4月 22日 翻

23日 田

24日 (日 )

25日 帽)

26日 閲

27日 因

28日 困

29日 僣鋤

30日 田

5月 1日 (日 )

成田→北京 (飛行機)

北京→蘭州 (飛行機 )

蘭州→西寧 (列車)

午前 :隊荷整理

午後 :西寧→黒馬河(青海湖畔)

橡皮山 (4,452m)

高所順化 トレーニング

黒馬河→西寧

午後 :隊荷整理

西寧→都蘭 428km(以後自動車)

都蘭→格が木 354血

格示木 滞在 出発準備

キャラバン開始

格示木→不凍泉
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昆杏峠 (4,750m)越え 180km

2日 囲 不凍泉→ BCへ  350 km

6日 金)BC建 設: 4,800m

7日 田 登山開始

11日 因  Cl建 設  5,600m

15日 (日)C2建 設  6,200m

19日 困 ～23日 帽)頂上アタック

25日 因  BC→ 格 示木ヘ

29日 (日)格 示木

30日 帽)格 示木→都蘭

31日 因 都蘭→西寧

6月 1日 因 西寧 滞在 隊荷整理

2日 困 西寧→蘭州 (列 車 )

3日 劉 蘭州→北京 (飛行機 )

4日 田 北京 滞在

5日 (日)北京→成田 (飛行機 )

隊 員 構 成

隊 長 :植松 秀之 (Hideyuki uematsu)

TEL 0236-30-2208

④  1978年  ネパール アイランドピーク

(6,119m)隊長

1981年  ネパール ランタン 。り(7,205m)

隊長

⑤ 総括 渉外

副隊長 :福山  倍 (Tabashi Fukuyama)

④ 1983～84年: 中国 チョモランマ(8,848m)

1986年  中国 雪宝頂 (5,588m)登 頂

⑤ 登攀 報告書

隊 員 :森 山 英穂 (Hideo Moriyama)

1)生年月 日 2)住 所  3)勤 務先

4)登 山経歴  5)隊 の任務

゛
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④ 1986年  南ア白峰三山縦走

1987年  明神V峰から主峰

⑤ 登攀 装備

隊 員 :小玉 義広 (Yoshihiro Kodama)

④ 1987年 中国 青蔵高原偵察隊

⑤ 登攀 食糧

隊 員 :峯岸  一 (Haiime Minegishi)

④ 1985年  西大谷尾根～別山乗越

1986年  奥大日岳

⑤ 装備 輸送

隊 員 :増 田  隆 (Takashi Masda)

④ 1986年  モンブラン

1986年  奥大 日岳

③ 輸送 記録

隊 員 :三浦  誠 (Makoto Miura)

④ 国内冬期登攀多数

○ 食糧 気象

医 師 :尾鷲 和也 (Kazuya Owashi)

⑤ 医療

中國青海省新青峰入山路図
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青蔵高原偵察隊報告

1987年 7月 25日 ～ 8月 25日

新青峰への経緯

私達、山形県に在住する山ヤで新たな海外の山

を目指そうと集 ってから早、 3年 目が過ぎようと

している。当初はネパール又は中国の 8,000m級

を目標に計画を進めていたのであるが、中核とな

ったメンバーの辞退などか らその計画は計画倒れ

に終って しまった。

其の後、日本 ヒマラヤ協会の紹介で中国の7,000

m近い未踏峰を山形隊で計画 してはとの話があり、

残ったメンバーで
〃
やってみよう〃と云う事にな

り、其の后、HAJの 方より中国登山協会との議

定書等の煩雑な手続を交 して頂き、一応の態勢は

できた。

その山は、昆脊山脈の東に位置する新青峰o860
m)と 云う山で、 山に関 しては一枚の写真すらな

小 玉 義 広

く最終の都市、青海省の格 ホ木よりのアプローチ

も不明と云う状況で、直 ぐに本隊ではあまりにも

リスクが大きいと云う事 もあり、今回は新青峰の

周辺も含めての偵察隊派遣と云う事になった。又、

偵察隊と共に 5名の トレッキング隊が青海省の格

が木まで同行する事になり、 7月 25日 に成田から

9名で出発 した。

以下、成田から青海省の格示木までの日程は下

記の通 り。

7月 25日  成田発10:00(J L 781便 )

北京着14:00

26日 北京～蘭州 (飛行機、 2時間15分 )

27日 蘭州～西寧 (汽車、 4時間30分 )

28日  西寧滞在

29日 西寧～都蘭

中國青海省新青峰概念図
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30日  都蘭～格が木

31日  格 示木滞在

8月 1日 ・格 示木→不凍泉

午前 6時に起床し、早めに朝食をとり8時 30分

に、いよいよ青蔵高原へ向けて出発 した。日本側

7名 、中国側か ら8名の計15名 で、ジープ2台、

小型ワゴン 1台、 トラック 1台 に分乗 して今日の

目的地、不凍泉を目指 した。

格が木周辺は、すべて砂漠となっており、その

中に 1本の舗装された道路がチベ ットのラサに延

びているだけで、草木は殆ど無かった。

正午前に西大灘 (シ ダタン)と 云う所に着き、

昼食をとる。標高 4,100m、 少し走るだけで息切

れが し、高い所を実感する。夏だと云 うのに気温

は低く、みぞれが降りとても寒い。

再出発 して 1時間30分で昆脊山口に到着。標高

4,750m。  ウォーミングアップのために、直 ぐ前

の丘に登 ってみる。高さは 150m程か。殆ど牛歩

並みの感 じで登 って行った。

ゆっくり下って、再度出発。 3時半に不凍泉に

着いた。標高 4,600m。 風が強 く、非常に寒い所

だ。ダウンジャケットは必需品である。

夕食は中国人スタッフが作 った手料理が食べ ら

れ、ホテルの料理とは異なった味が楽 しめ、明日

からが楽しみだ。

日本と時差はないが、かなり西域にいるので午

後 9時でも空は明るい。午後11時 に全員就寝。

8月 2日  不凍泉

午前 6時 に起床。気持ちが悪く、テントから出

て直ぐに吐いて しまう。隊長他 1名 も高度障害で

苦 しそうだ。 ドクターの診察の結果、隊長は格ふ

木まで下ることになる。

この日は安全の為に 1日 停滞することにした。

8月 3日  不凍泉→青蔵高原

午前 8時起床。テントの外は、雪が降ったらし

く、薄ら白くなっている。相変らず風が強く寒い。

朝食を取る為に中国人スタッフのテントに入る

と、熱いお茶が待っており、ホテルよりも快適な

気分だ。中国では朝はおかゆと決っているらしく

日本から持参 したふりかけが役に立つ。

9時35分、一路新青峰目指して出発 した。 2台

のジープと4WDの トラックの順に高原を進んで

行く。遠 くから見ると平担に見えるが、実際はデ

コボコの連続で、朝食べた物が喉までもどりそう

になるほどひどい。

この時期、高原は雨季の為、所々に雨水が小さ

な流れの溝を造っていて車の通行を妨げる。 トラ

ックが後輪をめり込ませてしまい、脱出に約 1時

間を費やす。

午後 3時頃、左前方に湖が見えてきた。昼食を

取る。バーナーでお湯を沸す。水は80℃位で沸騰

する。午後 5時 15分、車を留め今日の幕営地とす

る。雷が鳴り、強い雨が降りだ した。たちまち一

面水浸 しとなってしまった。

本日の走行距離 130 km。

8月 4日

8時起床、頭 もすっきりして、高度にもなれ、

朝の食事がうまい。昨日の雨で表面が泥々になり、

ジープもうまく走って くれない。この先、 トラッ

クの走行は無理と判断 し、 2台のジープだけで出

発する。 1時間程進んだ所で、河が合流する所ヘ

出て しまった。対岸へ渡 らないと新青峰へは行け

ない。 1台 目が慎重に進むが、車輪がめり込みエ

ンス トして しまう。自力脱出は無理で、ウィンチ

で引いてもらい脱出することが出来た。

計画段階では、このような大きな河があるとは

判らず、この時期のキャラバンは不可能だ。日程

や食糧から判断して、残念ではあったが、已む無

く引き返す事にした。

今回はアプローチも含め、全体的な偵察が目的

であったので、河の状況を見る事が出来ただけで

もそれなりの意義はあったと思って、午後 2時 に

連絡官と運転手の待つキャンプ地に戻った。

8月 5日  キャンプ地へ西大灘 (3,900m)

6日  西大灘～格示木

7日  格示木～都蘭

8日 都蘭～青海湖

9日  青海湖～上新庄郷 SPA
10日  西寧滞在

12日  西寧～蘭州

13日  蘭州～北京

14日  北京滞在

15日  北京～成田
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趣   旨

日本 ヒマラヤ協会は、広 くヒマラヤ地域の登山

・踏査・ 自然科学 。人文科学について研究 。実践

する、ヒマラヤ愛好者約 700名 で構成する全国組

織の任意団体であります。本会は、1967年 の創立

以来インド、アフガニスタン、ネパール、ソ連、

パキスタン、ブータン、中華人民共和国等広大な

ユーラシア大陸を舞台とし、これまで登山・踏査

だけでも60数隊を派遣 し、数多 くの成果を上げて

参り、得られた情報の提供、研究の公表などによ

り、ヒマラヤを身近にするとともに、遭難防止対

策にも尽力 してまいりました。

本会の活動は、高所の困難な課題を目指す隊、

未踏峰や未踏査の地域を目指す隊、豊かな旅を追

求する隊等に大別されますが、わけても未踏への

憧れは本会の活動の根幹を成すものであります。

本会は、1983年以来中華人民共和国、チベット・

新彊 ウイグル 。青海・雲南 。四川省の各自治区と

各省の広大な地域で登山と踏査を実施 し、中国登

山協会 。各自治区 。各省の登山協会と深い信頼関

係を築いて参りました。そのような関係の中から

今回も未踏峰の許可を得ることができました。

ゲニ峰は、川蔵公路が金沙江 (揚子江)に さし

かかる手前の理塘～巴塘間の南方に君主する白く

輝 く未踏の頂きであり、1986年 に偵察隊を送り、

翌1987年に登山を実施致 しましたが、悪天候に阻

まれ断念 しました。帰路、再度登山協会に申請を

いたしましたところ、再許可を得ることが出来ま

したので、今年、再度万金の態勢で臨みたい所存

でございます。

私達は、今回も登山を通 して、日中両国の親善

に幾許かの役割を果たしたいと念願 しております。

何卒、皆様方の暖かいご支援 。ご協力を賜 りた

く、お願い申し上げます。

1988銅三2月

日本 ヒマラヤ協会ゲニ峰登山隊1%8

隊 長  飛 田 禾日 夫

計 画 の 概 要

1.隊の名称

日本 ヒマラヤ協会ゲニ峰登山隊 1988年

(英文名)HAJ Mt.GENI E】 響)EDrION l%8

(略 称)II G E-88

2.派遣母体

日本 ヒマラヤ協会

THE HIP可ALAYAN ASSOCIAT10N OF

JAPAN(HAJ)
3.目 標の山

ゲニ峰 (6,204m)未踏峰

4.目   的

(1)ゲニ峰の初登頂

(2)中 国登山協会 。中国四川省登山協会 と

の親善

(3)四 川省の 自然 。民族 。生活等の撮影

5.登山期間

-7-
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1988年 5月 20日 ～ 6月 30日 (42日 間 )

6.隊の構成

飛田和夫隊長以下  6名

中国側      3名   計 9名

7.推進の組織

日本 ヒマ ラヤ協会ゲニ峰登山隊実行委員会

会    長 遠藤  登 (HAJ会 長代行)

実 行 委 員 長 稲田 定重 ( 同 専務理事 )

副実行委員長 飛田 和夫 (登山隊隊長 )

事 務 局 長 山森  欣一 (HAJ事 務局長 )

実 行 委 員 尾形 好雄 ( 同 常務理事 )

八木原囲明 ( 同     )
山田  昇 ( 同     )

登山隊 々員

8.隊の事務局 (留 守本部を兼ねる)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

日本 ヒマラヤ協会

9 現地連絡先

四川省登山協会

格豪 (ゲ ニ)周辺図

海子山
5,833m

沙 4,675m

理 塘

江

格 豪

竹巴龍

曲

衣

中華人民共和国

四川省成都市体育場路 1号

(金 )

(土 )

(日 )

(月 )

(火 )

(水 )

(木 )

(金 )

(土 )

(日 )

(月 )

(火 )

日 程 概 要

成 田→北京→成都 (飛行機 )

成都 (出 発準備 )

成都→康定 (ジ ープ)370 km

康定→雅安 (ジ ープ)284b

雅安→理塘 (ジ ープ)120 km

理塘→熱何 (ジ ープ)

熱何 (高所順応行動 )

熱何→南達 (キ ャラバ ン)

南達 (偵察行動 )

南達→ BC(キ ャラバ ン)

BC整理

5月 20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

6月 19日 (土 )

20日 (日 )

21日 (月 )

22日 (火 )

登山期間 (20日 間 )

BC撤 収準備

BC→熱何 (キ ャラバ ン)

熱何 (隊荷整理 )

}

雅

貢唄山
▲

7.556m

磐
金

江

康定

河

260カ首|]L

章納

曲
河

〔

D
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(飛行機 )

(飛行機 )

隊 員 構 成

「 1)生年月日  2)住所    〕

ヒ 3)勤務先   4)海 外登山経験 リ

隊 長 飛田 和夫 (KAZUO TOBITA)

4)1976年夏 パキス タン カラコルム偵察

1978年 秋 イ ンド   トリスル (7,120m)

登頂者

1981年春 ネパ ール  ヤルン・ カン

(8,505m)登 頂者

1983年春 韓国    雪岳山

1983年夏 インド   ヌン(7,135m)隊長

1984年春 中国    玉龍雪山 (5,596m)

隊長

1985年夏 パキスタン K2(8,61lm)隊長

1986年冬・ ネパール  ゴーキョ・ ピーク

1986年秋 中国    ギャラ・ ペリ

(7,151m)隊 長

1987年夏 中国    ゲヒ (6,204m)隊長

1987年 ～1988年

冬 パキスタン バル トロ氷河偵察、隊長

副隊長 伊藤 哲朗 (TETl:RO ITO)

4)1987年夏 中国    ゲニ (6,206m)

隊 員 遠藤 京子 (KYOKO ENDO)

23日 (水 )

24日 (木 )

25日  (金 )

26日 (土 )

27日 (日 )

28日 (月 )

29日 (火 )

30日 (水 )

熱何→理塘

理塘→康定

康定→雅安

雅安→成都

成都

成都→北京

北京

北京→成田

(ジ ープ )

(ジ ープ)

(ジ ープ )

(ジ ープ )

格豪峰周辺概念図
庫 日間中

△
5,6011n

至理塘

5,7 80 nl
●

5,598rn

更 ●

頃 肖まし
●

5,500 Hl

通
多

霞兄

△
5,458m

5,807m
拉

頃 熱何
格 則

格 憂

▲
6.204rn BC

乃 多 希

曲
ロ 南達

( ,200m)

一早
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4)1968年 夏 パキスタン イス トル・ォ ●ナ

ール(7,200m)隊

長、登頂者

1974年春 ネパーフレ  マナスル(8,156m)

総指揮

1981年夏 中国    ボゴダ (5,445m)

登攀隊長、初登頂者

1983年春 ネパール  チャンラ(6,715m)

隊長

1984年春 中国    玉綱 山(5,596m)

1985年秋 中国    クラウン(7,295m)

1986年 春 アメリカ  マッキンリー(6,196m)

副隊長、登頂者

1987年夏 中国    ゲニ (6,204m)

隊 員 天城 散彦 (TAKAHIKO AMAGI)

4)1983年 夏 インド ヌン(7,135m)

1985年 夏 中国  雪宝頂 (5,588m)登頂者

隊 員 寺沢 玲子 (REIKO TERASAWA)

1980年春 ネパール  アイランド・ ピー

ク (6,189m)

1986年夏  イン ド   キ ンナウル・ カイ

ラス(6,473D隊 長

1987年夏  イン ド   ヌン(7,135m)

滝田  収 (OSAMU TAKITA)

大野  邦日青 (KUNIHARU ONO)

な し

隊 員

隊 員

4)

4)
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残してしまった課題

1987年夏の記録より

8月 13日 。午後になって風が強まり風と共に左

右に揺れ動 くテントの中で、シュラフに体を半分

程つっこみ、視点の定まらないままに見上げてい

た。隣では同じ様な格好をしながらも読書に集中

している娘。テントの上方四隅から取ってあるヒ

モに、ネッカチーフ、手袋等掛けてあるが、テン

トが揺れ動 く毎に、乱舞 している。

視覚が定まらなくとも、頭の中がカラッポでも、

唯、現実の結果だけは鮮明だった。ゲニ峰登山は

終了 し、「登れなかった」「敗退 したのだ」と。

成都を発つ時より雨が降ったり、止んだり、晴

れたりしつつも、 BC付近からは完全に悪天候と

なり連日雨と雪が続き、Clでの霧雨と濃霧が漂

い視界が奪われた時などは魅魅胆麺の世界に引き

づり込まれて しまったのでないかと、畏怖の念さ

え感 じるほどだ った。が、天候にせよ、時期、期

間等々が登山の結果におおきな要因として生 じる

のは明白だが、結果は歴然としていた。

何故、これ程までにゲニ峰の敗退が白紙同様の

脳細胞をかけめ ぐるのだろうか。舞 うネッカチー

フのごとく、心が揺れ動いた時機が計画の段階で

あったからだと自間自答する。

現在までの何回かの高所登山では、高さに関係

なく全力を注いできたし、今回のゲニ峰も同様に

格最峰 (ゲニ)概要

四川省の成都 と西蔵の ラサを結ぶ川蔵公

路 (南路)の 巴塘寄 りに海子山塊の連峰が

響える。 この海子山塊の南側 に位置するの

が格豪峰 (ゲニ)である。

地元の人達が
〃
神の山

″
と称す る格豪峰

は、公路か らそれほど遠 くない場所に位置

していなが ら、これ迄全 く知 られざる山で

あった。周辺 には数多 くの 5,000m級 の山

々が連なり、素晴 しい桃源郷をな している。

登山基地 とな る理塘は、標高 3,900mに

あるこの付近最大の街である。

飛 田 禾口 夫

奮起 していたが、転職と山関係の種々多忙が重な

り、計画の進行、チームの育成、技術の向上 とッ

アー的登山に絶対 させない、更 に、自の今後のい

きざまのステ ップと私考 していた にもかかわ らず、

軟弱さ も加味され基本的行動が揺れ動いていた。

そんな時期、状況に機敏な先輩 より、私の不安

な行動 について教示の暗示を受け るが、一度で気

付 くことが出来ず、「転職 したか ら」「多忙だか

ら」、 そんなことは遠征に関係 ない、事故が発生

した際 に「悔いのない応対が」「悔 いのない処置

が」。 なにより「悔 いのない登山が出来 るか 。・

・」 と激怒され、や っと隊の沈滞の原因に気付 く

醜態ぶ りであった。

再度 、以前の遠征の様に計画を遂行 し実践 した

のだが、結果は悪天候だった とはいえ「敗退」で

終 った。敗退を考え ると、計画時での心の葛藤が

台頭 し、 この ことも原因の一っで はなかったかと、

揺れ動 くネッカチーフと同 じ心境 にさせ られて し

ま った。

帰路 、明年の許可取得をさせて頂 いた。企画段

階での重要性を持続 させ、新たなる再ステ ップの

礎 とす る為 にも、明年は「残 して しまった課題」

を解決 したい。
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《ネパール 》

南隊の水腰医師急死

中国 。日本・ ネパール合同チ ョモランマ/サガ

ルマータ友好登山隊に同行 した南側隊のチーフ・

ドクター、水腰英隆隊員 (48)が、 4月 21日 午前

11時 (現地時間)頃、ネパール側の南ベース・ キ

ャンプ (5,350m)で 、心臓発作のため急死 した。

水腰 ドクターは富山市民病院の救急セ ンター部

長兼手術管理科部長。文部省登山研修所専門調査

委員で これまでに '75年 K6、  '84年 ガウリシャン

カール等の遠征がある。

また、同 日のネパール政府観光省の発表による

と、 4月 18日 にプモ リ (7,161m)の 登頂に成功

したアメ リカ隊の クリスチャン・ レイブンドガ ト

隊員 (27)が頂上で強風に見舞 われ、行方不明に

なっているとの事。

《中 国 》

″
シルクロー ド鉄道

″
開通ヘ

シルクロードを通って、モスクワ経由で中国と

ヨーロッパを鉄道で結ぶ計画が、計画が立ち消え

になってか ら30年余りを経て実現 しようとしてい

る。中国西北部の新彊ウィグル自治区で残 こされ

た未開通部分 (224 km)の工事が1990年 を目標に

進んでいるもので、これまでの シベリア鉄道より

2,000 kmも 距離が短縮される。貿易拡大と同時に、

新 しい観光ルー トとしても期待が もてそうだ。然

し、中ソ両国のレールの幅の違いや最近問題とな

っている中国側の鉄道近代化の遅れなど、 ″
シル

クロー ド鉄道
″
実現までには課題 も多い。

4月 17日 付の中国英字紙チャイナ 。ディリーに

依ると、未開通のウスーアラ山峠 (中 ソ国境)間

が開通 し、シベリア鉄道と連絡されると、中国江

蘇省の連雲港から、中央アジア経由で、ソ連、ポ

ーラン ド、東独を通 り、オランダのロッテルダム

港に至り、黄海と北海が鉄路で結ばれる。

この シルクロード鉄道は、現在ある中国黒竜江

省とモンゴル経由のシベ リア鉄道、それにハルビ

ン・沿海州間の貨物鉄道に続き、第 4の中ソをつ

なぐ鉄道になる。建設計画は新中国成立後の中ソ

友好時代に作られ、すでにソ連側 も国境近 くまで

の建設を終えているが、50年代後半に中ソ対立が

始まるとともに立ち消えになり、幻の鉄道となっ

て
‐
いた。

中国は現在ある 2つの シベリア鉄道によって、

昨年 も欧州向けに10万 トンの製品、原材料を輸送

している。それだけに従来のルートより約 2,000

km短縮されるシルクロー ド鉄道は大きな魅力。新

ルー トはインド洋経由の海路に比べても約半分の

距離で、輸送費の20%節約 も可能と云う。また、

シルクロードを鉄道で辿 りたいと云 う旅行マニア

にも見逃せないルー トになりそうだ。

これに対 し、ソ連側はまだ明確な態度を表明し

ていないが、在北京のソ連大使館は、来月に行な

われる中ソの経済協力に関する大臣クラス交渉で

話し合われるだろうとしている。

ただ、今後の課題として中国の鉄道関係者が指

適するのは、現在のシベ リア鉄道と同様に中国と

ソ連のレール幅の違い。さらに、最近多発してい

る中国の列車事故の背景にある、鉄道施設の老朽化

と職務規律と維持管理能力の低さなども挙げている。

国際シルクロー ドラリー今秋開催

歴史の ロマンにあふれた中国のシルクロー ドを

舞台に、世界の ドライバ ー、ライダーが技と体力

を競 う「第 1回国際 シル クロー ドラリー」が今秋、

開催 される事になった。

昨年春、世界で初めてォー トバィによる北極点

到達 に成功 したオフロー ド・ライダー風間深志さ

ん (37)ら 日本の冒険野郎 と中国国際体育旅済公
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H:MALAVA NEWS■■

司など中国側関係機関が協力して開催する大イベ

ント。今年は日中平和友好条約締結 10周年に当た

り、関係者は「日中交流史に新たな 1ペ ージを加

えたい。」と夢をふ くらませている。

ラリーは、北京を起点に西安、蘭州、敦燈、ホ

ータン、カシュガルなど、かつてのシルクロード

の町を経て、新彊 ウィグル自治区の首都 ウルムチ

に至るルートで開かれ、金行程は約 1万 キロ。期

間は10月 末から11月 中旬にかけての約20日 間で、

世界各地から最多で四輪車 180台、 トラック50台、

二輪車 120台の参加を予定 している。

中国では85年 から毎年、香港―北京ラリー<3,800

km、 6日間)が開催 されているが、今回のシルクロ

ード・ラリーは規模、内容でそれをはるかに上回る。

コースの中で注目されるのは、敦丈皇以西のタク

ラマカン砂漠の南端を横断 し、カシュガルヘと至

る区間。シルクロー ドの中で西域南道 と呼ばれて

いるルー トで、つい最近まで一般外国人には開放

されていなかった。所々にオアシスの町が点在す

るだけの乾燥 した大地であり、過酷なラリーとし

て知 られるパ リーダカール・ラリーに勝るとも劣

らない厳 しいレースが歴史の道に展開されそうだ。

カ ン ト峰初登頂

インド国境に近い中国 。チベット自治区山南地

区錯那県に響える未踏のカント峰 (康 格 多山、

7,055m)に 挑んでいた同志社大学登山隊 (内野真

一隊長ら18名)は 3月 24日 に同峰の初登頂に成功した。

登頂は24日 午後 2時 15分で、宮崎貴文隊員 (35)

と高野晃輔隊員 (23)の 2人で、26日 には岩田喬

隊員 (27)、 国久武揚隊員 (20)と 中国高所協力

員のサナム・ツェリン氏 (24)の 3名 も登頂に成

功 した。

同隊は2月 10日 に日本を出発して現地入 りした

後、ラサから同峰北面のカタ (十達 )迄車で入り、

3月 5日 にBC(4,700m)を 設営。其の後、A・

BC(5,300m)、 Cl(6,100m)、  C2(6,700m)

と順次建設 してアタックを敢行 した。

一次アタックの宮崎、高野両隊員はアタック・

キャンプのC2を午前 7時45分 に出発、強風と低

温下の中を登り続けて 6時間半後に同峰の初登頂

▲同志社大学が初登頂 したカン ト峰

(Mt.KanggardO.7,055m)

に成功 した。

同隊は、当初 1987年 秋に登山隊を派遣す る予定

であったが 、中国側か ら中印国境付近の緊張を理

由に受け入れ困難 との通告を受 け、延期 になって

いた。

チベッ ト代表、中央政府非難

中国全人代

中国国営新華社通信が 3月 27日 伝えたところに

よると、現在北京で開会中の第 7期 全国人民代表

大会 (全 人代)第 1国会議で、チベット自治区代

表の ドジェ・ッェリン同自治区主席は、チベット

人及び他の少数民族に対する中国中央政府の政策

を厳 しく非難 した。全人代で中央政府を公然と非

難する発言が行われるのは極めて異例のこと。

ドジェ・ツェリン主席らのチベ ット代表は、チ

ベ ット人にとっての特別の必要性を中央政府が無

視 していると非難 し、政府はチベ ットの地理的、

経済的な制約をないが しろにして、先進的な地域

に対するのと同じ政策を押 しつけており、これは

「不公平だ」と手厳 しく批判 した。

一方、 4月 21日付の人民日報海外版によると、

中国公安当局は、 3月 5日 、チベット自治区ラサ

市内で起 ったデモで、武装警官 1人を殺 した学生

ら4人を逮捕 した。チベット大学生の他、チベッ

ト仏教学院生、個人経営店主、一般住民の 4人で、

同デモで逮捕者が伝え られたのは初めて。

-13-

《アフガニスタン 》



■■IHIMALAYA NEWS

観光行政の縮少を通達

6)Chapcha Dzong (Chapcha Block)

○ ティンプー・ ゾンカ

1)TaShiChhOdzong(但 し、僧侶がプナカに居

る場合のみ)

2)Thimphu Tsh∝hu(お 祭 り時 )

3)National fヽemorial Chorten

4)Changliinethang Lhakhang (′
「

hilllphu)

5)Jigmeling Lhakhang (Thimphu)

(Dパ ロ・ ゾンカ

1)POrO TShechu(お 祭 り時 )

2)Ta― Dzong Naj onal Musellm

3)Drugyal Dzong

4)Taktshang (下 まで )

5)Bitekha Dzong (Ha^、 (フ):途 _上 )

○ プナカ 。ゾンカ

1)Punakha Dzong(但 し、僧侶がティンプー

に居る場合のみ )

2)Punakha Dromchen

Oウ ォンディフ ォドン・ ゾンカ

1)Ganyeyの風景観光とBlaCk Necked Crai―

ne(僧院は駄 目)

2)Wangdiphidrang Tshechu(ぉ 祭 り時)

C)ト ンサ・ ゾンカ

1)TOngsa Tschechu(お 祭 り時 )

2)Chendebli Chorten

3)Ta一 Dzong

⊂)ジ ャッカル・ ゾンカ

1)VVangdichholing Dzong

2)Manlbertsho

3)Peling Sermon C hOrten (Palrithang)

4)Ura New Lhakhang

Oモ ンガル oゾンカ

1)Mongar Dzong

(Dタ シガン・ ゾンカ

1)TaShigana Tshechu(お 祭 り時 )

2)Zangdog I)alri (Kanglung)

3)Kanglung Lhakhang

4)Khaling Lhakhang

5)Radhi lLhakhang

6)Tashiyangtse Dzong

7)Mera Lhakhang

ワハ ン回廊 も撤退

1982年以来、国連の仲介で進められてきたアフ

ガニスタン紛争の政治解決をめざす間接和平交渉

が漸 く実を結び、交渉当事国のァフガニスタン、

パキスタン両国と
″
後見役

〃
の米ソ両国各外相が

4月 14日 午後 2時 30分 (日 本時間同日午後 9時 30

分)か らジュネープの国連欧州木部「サル・ ド・

コンセイュ」で和平合意 4文書調印式に臨み、そ

れぞれ関係文書に署名 した。

この歴史的和平協定の調印により、79年 12月 末

に軍事介入 し、国際世論の非難を浴びてきたソ連

軍 (約 11万 5千人)の アフガニスタン撤退が 5月

15日 か ら開始される事が確定 した。

このソ連軍のアフガニスタン撤退に関 し、シェ

ワルナゼ・ ソ連外相は14日 午後、ジュネープのソ

連代表部での記者会見の中で、「ソ連軍はワハン

回廊からも撤退するのか」との質問に、「アフガ

ン全域から撤退する」と言明。中国、パキスタン

と国境を接する戦略的要衝の地であるワハ ン回廊

からも撤退することを確認 した。

《ブータン》

ブータン観光公社 (Bhutan Toば ism cOrpO―

ration)は 、外国人観光客の ゾン、僧院等の見学

制限に関するブータン王国政府の裁定及び ブータ

ン訪門者の受入れ縮少政策等 について各国旅行関

係業者に通達 した。

ブータン観光は従来通 り行われるが、見学の出

来 るゾン、僧院などは以下の通 り。

○サムチ・ ゾンカ

1)Samchi Lhakhang(僧 侶の住居は駄 目)

2)Gomtu L hakhang

(Dチ ュカ・ ゾンカ

1)ZangtO Pelri I:ン hakhang (PhuntSh01ing)

2)Kharbandi Lhakhang (Phuntsholing)

3)Kanlji Lhakhang (Phuntsoling)

4)Chasilakha Lhakhang (lBongo B10ck)

5)Chima Lhakhang (Chima Block)
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8)Sagteng Lhakhang

Oサ ムドルップ 。ジョンカル・ ゾンカ

1)ZangdOg Palri (Sarndrup JOngkhar)

C)ギ ャイレプー・ゾンカ

1)Tharpaling Monastrエ

2)Ninlalung Monastry.

3)Sershong Lhakhang.

4)Sarghang Lhakhang.

〇チェリン・ゾンカ

1)Darnphu Lhakhang.

2)Lami Dangra Lhakhang.

その他、イ ンド人を除 く外国人はインド・ ル ピ

ーをブータンに持ち込む事は出来 な くなった。外

国人が支払い出来 る外貨は、 アメ リカ 。ドル、ポ

ンド、 ドイッ・ マルク、日本円、スイス・ フラン、

フランス・ フランの何れか に限 られる。また、 こ

れ らの外貨の両替 はブータン政府公認の両替所で

なされなければな らない。

また、 この縮少政策によってニ ューヨークの B

TS(Bhdan Tourism Ser宙 ce)オ フィスも閉鎖さ

れる事 になり、今後の連絡は下記のBTCにする事。

Bhutan 
′

「
ourism Corporation

RO.Box 159
Thimphu,

Bhutan.

PhOne : 2854, 2647, 2479

Cable l BHUTRISiM

Telex :0890-217-BTC TRU BT

HAJ合 同壮行会開催

HAJが 此の春から夏にかけて派遣する中国 。

新青峰隊、中国 。ゲニ峰隊、インド・ リモ峰隊の

3隊合同の壮行会が去る4月 16日 (土)夕 、東京

・池袋の東方会館で盛大に催された。

合同壮行会は主催者側を代表 してHAJの 遠藤

登会長代行が挨拶を述べた後、来賓を代表 して日

本山岳協会の澤村幸蔵副会長より御祝辞を頂戴 し

た。各隊の隊長から挨拶と隊員紹介があった後、

吉沢一郎氏のご発声で祝杯が上げられた。参会者

は約 160名。尚、各隊の出発は以下の通り。

○新青峰隊 (植松秀之隊長 ら8名)4月 22日

○ゲニ峰隊 (飛田和夫隊長ら7名 )5月 20日

○ リモ峰隊 (尾形好雄隊長 ら7名 )6月 5日

HAJ盛 岡集会報告

冬期オリンピック誘致運動の熱気溢れる盛岡で

ヒマラヤ集会が 3月 27日 (日 )開かれた。午前の部

は、岩手県山岳協会・山合光理事長の挨拶の後、

岩手県人が参加されたヒマラヤ登山隊の中か ら、

中国のチ ョー・ゥィ、パキスタンのサラグラール、

ネパールのパルチャモ、ラムジュン隊の報告がな

された。

午後の部は、東京か ら駆けつけた山森事務局長

からヒマラヤの最近の情勢や高所登山の事故対策

などについて説明があり散会 した。参加者18名 。

今回の集会は、地元の高橋亭夫評議員、佐々木

正、小野寺光義会員の推進で実現 したもので、関

係各位に厚 く御礼申し上げます。

エジンバラ公賞の受賞第一号

は沼田真教授に決定

エジンバラ公賞は、日本学士院名誉会員で自然

保護に関心の深い英国エジンバラ公にちなみ、今

年度、新設された。 2年に 1度 、自然保護や種の

保全の基礎になる学術成果をあげた学者が対象と

なる。

日本学士院 (脇村義太郎院長代行)は 3月 14日 、

第 1回 日本学士院エジンバラ公賞を植物生態学の

沼田真淑徳大学教授 (千葉大名誉教授)に贈るこ

とを決めた。

認め られた業績は、応用生態学の基礎の確立。

従来、植物生態学と云えば「人跡未踏の原生林」

など、人間活動の及ばない自然を主な対象として

きた。それを 180度 転換 したのが「沼田生態学」。

対象は田畑の雑草や牧草地、竹林など人間と密接

にかかわる身近な自然。雑草は田畑にしかはえず、

休耕 して放置するとやがて野草にとってかわ られ

ることや、家畜数が一定限度を超えると牧草地が

裸地化することなど、自然の移り変わりや生態の
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客観的データを作 った。そして、人間にとって好

ましい自然を保つために、自然の推移の段階や家

畜の採食率などを総合評価 して指数で表 し、自然

をコントロールする方法論を確立。

「自然を食いつぶせば、環境悪化のしっぺ返 し

を受けるのは人間。合理的に保護 し、利用すべき

です」と主張する。

沼田教授は、1963年 に千葉大学山岳部を率いて

ヌンブール峰の初登頂に成功。以来10回 、ヒマラ

ヤの生態調査を行った。85年 には東部ネパールの

生態学的研究で秩父宮記念学術賞を受賞。

(ぬ また まこと)

茨城県土浦市生まれ。東京文理大卒。千葉大教

授などを経て、日本生態学会長、日本自然保護協

会理事長。70歳。

イン ド祭 開 幕

「ヒマラヤ」No 195～ 197号で 3回 に分けて紹

介 した「インド祭」の開会式が 4月 15日 夕。東京

・千代田区の国立劇場で行われた。開会式では、

日本側のインド祭名誉総裁である竹下首相が「直

接、インドの古い歴史や伝統、現代から未来へと

つながる文化の息吹などに触れる絶好の機会であ

り、日本国民のインドに対する親近感も一層深ま

ると確信する」と挨拶。続いてインド側名誉総裁

のラジブ・ガンジー首相が「古い歴史的つながり

のある日印両国が、この機会を通 じて関係を再確

認できるように望む」と述べ、文化交流の上で、

インド祭が重要な役割を果すようにとの期待を表

明した。このあと、開会式記念公演として歌唱、

太鼓演奏などが披露された。

イン ド四大舞踊開幕

4月 15日 から始まった「インド祭」参加行事の

1つ 、「インド四大舞踊公演」が 16日 夕、東京都

千代田区の国立劇場で開幕 した。約 4千年前から

伝わる伝統舞踊を中心に、インド各地から集めら

れた。約50人か ら成る大チームで、これだけ本格

的なインド舞踊公演は日本で初めて。

初日の舞台では、インド・ナンバーワンのダン

サーと云われるマラビカ・サルカイさんの優雅で

神秘的なバラタナティアム、メーキャップや動作

が歌舞伎に似ている力タカリなど、エキゾチック

な踊りが次々に披露され、観客を魅了した。

インド四大舞踊公演は、 4月 24日 まで東京 ◆国

立劇場で開かれたあと、 5月 16日 までの間に、名

古屋、神戸、福岡、大阪、京都、奈良など全国各

地で開催される。

問い合わせは、日木文化財団 (03-580-0031)

パキスタン北部の地図販売

パキスタン政府測量局発行の50万 分の 1地勢図、

フンジェラーブ峠、フンザ、ギルギット、スカル

ドゥ、ティリッチミール、ラワルピンディーなど

8枚組が日本で入手出来ます。

頒価  6,000円 (送料込み)

ご希望の方は、代金を郵便振替にて下記の□座

に申し込む事。

郵便振替口座番号 横浜 4-40297

加入者名 「広島三朗」

また、下記の日本パキスタン協会事務局でも直

接販売 してお ります。

東京都 港区赤坂 8-30-32 アジア会隊内

藤江幾太郎・ 山の画展

第33年を迎えた藤江画伯の山の画展が下記の通

り開催 されます。

今回は国内の山々、ネパールの外、沖縄旅行の

取材作品等の新作が発表されます。

日 時  7月 1日 (金)～ 7日 (木 )

11時～18時30分 (但 し、最終日は17時迄 )

会 場 朝日アートギャラリー

JR山手線有楽町駅/地下鉄丸 ノ内線銀

座駅 C4出□、朝 日旅行センター隣り

中央区銀座 4-100

5月 の東京集会は中止
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REPOR丁  OF EXPEDIT10N COMMI丁 EE,UIAA.

UIAA遠征委員会報告

UIAA(Union hternationale Des Association D'Alpinisme, 国際山岳協会連合)については、

「 ヒマラヤ」 198号の
〃
PEOPLE″ の項でも若干紹介 したので、此々ではヒマラヤ登山に関係のある遠征

委員会 (Expedition Commitee)の活動について、今年 1月 にフランスのシャモニーで開催された遠征委

員会の報告から紹介 してみよう。

1月 23日 (土)～ 24日 (日 )に シャモニーのフ

ランス国立登山スキー学校 (Ecole Nationale de

Ski et d′ Alpinisme,通称 ENSA)で 開催 され

た遠征委員会には13ケ国か ら17名 が参加。日本か

らは日本山岳協会の神崎忠男 (海外委員長 )、 尾

形好雄 (海外担当理事)の両名が出席 した。

会 議に先だち、 ジャン・ コー ドレイ委員長 (フ

ランス)から、今回の遠征委員会では、前回 (1987

年10月 )モ ロッコのマ ラケ シュの委員会で提議 さ

れた事項について具体的な方法論を討議 したいと

挨拶があって会議 日程 に入 った。

1.遠征隊のマナーについて

前回の委員会で提議された遠征隊のマナー指導

要項について具体的にどうするかを討議。

先ず、ジャン委員長から、スポーツ全般の問題

としてマナーについては格付けをしてい く必要が

あるのではなかろうか、遠征隊に関 しては遠征委

員会がラベル等で格付を していってはどうか、と

の提議がなされた。これに対 して各委員からは様

々な意見が出され、その主なものは以下の通 り。

○マナーを押 しつけるのではなく、マナーを守る

ような遠征隊を養成する事が必要なのではないか。

○マナーを守らせる機関としては、UIAAの 加

盟下部団体に任せるべきではないか。

○下部団体に任せると云ってもなかなか難しいの

で、マナーの悪い隊については罰則を検討 してみ

たらどうか。

○どのように罰するかは難 しい。マナーの悪かっ

た隊を発表する位 しか出来ないのではないか。

○隊が守らなければならない事項を上げて、それ

らをいかに守らせるかを討議 してみてはどうか。

○隊の出発前に遠征隊の遵守事項を表にしたもの

を各隊に送付 し、それを守って貰うようにしては

どうか。

○マナーの格付けの方法として、各隊の環境保全、

登山マナー等のアンケー トを送付 し、それを隊を

組織 した団体又は統轄する機関を通 じて回収 して、

遠征委員会及びマナーを監督する機関で審査 して

格付を してはどうか。

OUIAAか らアンケートを送って返事を待って

も回収は難しいであろう。それよりも各 ヒマラヤ

諸国の関係機関に送って、そこで回収 して貰って

はどうだろうか。

○ ラベルによる格付けをするには、 ラベルの存在

を各隊に知らしめる必要がある。

○安全委員会の Sマ ークは、今ではよく浸透 して

いる。従ってこのマナーのラベルも真剣にやれば

2～ 3年の間に実行に移せるのではないか。

○今の遠征隊は、いかにスポンサーをみつけてお

金を集めるかにはかり気を使って、登山の根本的

なことが忘れられている。これは、一遠征隊ばか

りでな くその上の団体にもよく戒める必要がある。

以上のような討議を踏まえて提示 されたのが、

別紙の「遠征における道徳規定」である。

2.アルパイン・スタイル及びライ ト・エ

クスペディシ∃ンの定義について
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ジャン委員長から、最近、山岳雑誌や新聞等で

これ らの用語が頻繁に用い られるが、その定義が

まちまちで明確でないために真実で正確な報告が

伝わりにくくなっている。登山がいかに実行され

たかをハ ッキリさせ、登山者が情報を正 しく判断

できるようにするためにもこれらの用語をきちん

と定義づける必要がある。そして、この定義づけ

の目的は、決 して登山者を不可能なものに挑戦さ

せたり、山に於ける競争を激化させるためのもの

ではない。との提議がなされた後、各委員から意

見が出された。

○少人数遠征隊、アルパイン・スタイルの定義づ

けする際にベースキャンプに用意 した医療用酸素

を含めて酸素の問題はどうするのか。

○無酸素登山についてであるが、或る隊の報告に

登山活動の初期の段階にベースキャンプで病気の

ため酸素を吸った隊員が、回復後、無酸素アルパ

イン・スタイルで登った。 とあったが、こう云う

のは無酸素登山と云えるのか。

○少人数遠征隊の場合は、酸素レスのパーティが

多い。

○大きな遠征隊に比べて少人数の遠征隊は、人 も

物質 も少ないためヒマラヤ諸国への医療活動など

はできないが、だからと云って少人数遠征隊をせ

めるような事があってはいけない。

アルパイン・スタイル、無酸素登山、ライ ト・

ェクスペディショの定義については様々な意見が

出されてまとまらず、委員長が問題を整理 して後

日、文書で連絡 し検討する事になった。

別紙、「アルパイン・スタイル及びライト・エ

クスペディションの定義」は1985年 に遠征委員会

で提案されたものである。

3.遠征隊にインフォメーションを与える

仕事について

ジャン委員長か ら、カ トマ ンズなどの ヒマラヤ

の玄関口にUIAAの 駐在員を置いて、各遠征隊

か らの レポー ト収集や行政機関か らの情報収集を

逸速 くして各国の遠征隊 にインフォメーションを

流すような便宜を図 ってはどうか、の提案がなさ

れた。

○駐在員を置 く場合の費用 と人の問題 はどうする

のか、やって貰 らえる人のあてはあるのか。

○駐在員の候補者は何人か居る。

○若い少人数の隊にも規則の変更等をきちんと伝

わるようにインフォメーションを流 してやりたい。

○遠征委員会がインフォメーション・ センターと

しての役割を果すことを未加盟団体にも知らしめ

て協力を仰ぎ、また、余り活動的でないメンバー

にももっと積極的に協力 して貰 うようにすれば、

インフォメーション・センターとして機能するの

ではないか。

4.訪問するヒマラヤ諸国との関係について

マ ラケシュの委員会で「登山規則改正等の情報

収集を素早 くすべ きではないか」 との提案に対 し

て、あの後直 ぐにネパール、パキスタン、イン ド、

中国などのUIAAメ ンバーに手紙を出 して、登

山規則改正等 があったか ら逸速 くUIAAに 連絡

して貰いたい 旨を連絡 したが、どこか らも返事は

なかった。との経過報告が委員長 か らなされた。

○手紙の送付先が、 ヒマラヤ諸国の UIAAメ ン

バ ーとの事だが、登山規則の改正等 は政府関係機

関が窓□なので、観光省などの政府機関へ協力要

請を してはどうか。

○派遣する遠征隊のマナーを確立 して送り出 して

や る。派遣す る遠征隊に「カ トマ ンズ宣言」を渡

して遵守するようにな っているが、各国では行っ

ているか。

○その国のルールを守る事は絶対的な事である。

○大きな遠征隊 に しろアルパイン・ スタイルによ

る小 さな遠征隊に しろ地元の人を大切にすると云

う事を忘れてはな らない。

○ ヒマラヤ諸国への要望があれば、それは規則の

改正 と一緒に委員会 に文書で提出す る事。

○ ポーターなど現地雇用者に関す る保険について

各国の現状を知 りたい。

何れにしろ文化・教育面等を助けなが らヒマラ

ヤ諸国への援助 をどうすべきか もっと討議される

べ きである。

5.UIAAに よるクリーニング遠征につ

いて
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ング遠征について具体案を討議 して貰いたいと述

べられる。

○実施するには、資金面が一番の問題である。

○現地の人と欧米人の編成によるクリーニング遠

征隊にすれば、スポンサーが得 られるのではない

か。

○過去にアメリカと日本からエベレストのクリー

ニング遠征隊が出たことがあったが、あれはエベ

レス トの許可取得のための ものであった。

OUIAAで 行う場合は、そう云う事はしないか

らスポンサーもみつかるのではないか。

○現地の人に頼んでやって貰ってはどうか。

○現地の人にお金を渡 してやらせるのは、無駄。

お金の行きどころが判 らなくなる。

OUIAAか ら 1人だけ現地に派遣 して、現地の

お金と人を使ってやらせてはどうか。

○隊の大きさで汚染の度合は語れない。要はその

隊のモラルの問題である。大きな隊でも隊員各位

のモラルが しっかりしていればゴミは残こされな

い。

○ゴミの片付け方の方法として、燃やすだけでな

くもっと別にきれいに片付ける方法があるのでは

ないか。

○高所キャンプでは、燃すか降ろす しかない。

○フィックス・ロープなどは残っていて助かる事

もある。

○ こう云 う問題は、何 らかのアクションを起こさ

ない限り、前に進まないのでマス・メディアなど

を通 じてアッピールしていく必要があろう。

何れにせよ誰かが中心になって進める者が居れ

ば実行したいが、資金面で難 しいと云うのであれ

は、この件に関 してはペンディングにしておきた

い。

この他、遠征委員会ではOUIAAに よる若い

ヒマラヤニス トの養成 について。○遠征隊か らの

レポー ト収集 について。○遠征委員会の内部規則

の見直 し。などに関 して も討議を行ない 2日 間の

日程を終了 した。次国の遠征委員会 は 9月 にカナ

ダのバ ンフで開催 される。

(文 貢 :尾形好雄 )

遠征における道徳規定

序文

1982.10.15.UIAAは 、山岳活動に於 いて、

カトマンズ宣言の様々な原則を採択 した。

この宣言は、特に山岳とその現地の人々及び彼

らの環境の、保護に関する物である事を考慮に入

れ、なおかつ、今日の遠征の発展を考えれば、そ

の遠征の企画から終了まで隊員達によってとられ

る行動の規定を採用するのは、当を得た物のよう

に思われる。

マラケシュでの総会に於ける、UIAAの 遠征委

員会と指導者委員会は、提議の道徳規定について

基本的な以下の事項を採択 した。

UIAAは その加盟団体の メンバ ーに、この規

定を遠征 に於いて尊重す ることを幅広 く広め るよ

うに願 う。

道徳規定

1.遠征が行われる現地の国の、登山に対する規

定を尊重する。

これは、遠征を行う当事者がその規定を知り、

なおかつ実行出来る手段を もって出発すると

言 う意味である。

2.1982年のカトマンズ宣言を尊重する。

3.遠征のスポーッ面を、アルピニズムのより純

粋な精神を通 じて広める。

a.近代 ヒマラヤイズムに相応 しい戦略と戦

術をもって対応する。

b.目 的の山に合致する個人、団体、装備を

よく検討 し、日標に対 し過剰な装備、資

金を避ける。

c.いかに良い記録や成功を望むとしても、

欺満的手段と同様に ドラッグ、 ドーピン

グの摂取は避ける。

4.どのような戦略、戦術が採 られようとも、メ

ンバー、特に現地メンバー (ポ ーター、ハイ

ポーター、ベースキャンプ使用人)の健康、
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安全を管理する政策を尊重す る。

5.現地の遠征 メンバ ーの登山技術を向上させ る

為に、出来 るだけ登山活動の技術面 にも参加

させ る。

6 遠征隊は、帰国次第に資料作成の為、真実で

正確な報告や遠征中にあった問題及び得 られ

た結果など全てのインホメーションを提出す

る。

7.遠征 に関する全ての報告及びマスコミとの コ

ンタク トに於いては、特 に宣伝の為に、それ

らを変形、誇張させてはな らない。

8 団結 と相互援助は、同一の遠征隊員の間だけ

でな く現地の人々及び隣接の遠征隊との間に

も存在す る事を考慮する。

9.隣接する他の遠征隊の所有 になる装備を尊重

し、断 りな くそれ らを使用 しない。

10.カ トマ ンズ宣言の精神に於いて、遠征の終了

には特 にフィックス・ロープ、 高所キャンプ、

他を撤収 し出来る限り山を清浄にす る。

(1987.10■ 0,マ ラケシュ.UIAA決 議 )

UIAAの 関連組織によって、 これか ら出発す

る遠征隊に以下のテキス トが伝達 され る。

1)1982年 .カ トマ ンズ宣言

2)遠征前 ァ ンケー ト

3)遠征後アンケー ト

相容れないイニ シアティブを授受 しよう

とす る時、山での環境保護の領域に於い

て、彼 ら (ガイ ド、登山 リーダー、等 )

の活動をより明確かつ有効にする。

2.こ の運動の最重要 な部分は、以下の如 くの提

案 とイニシアティブである。

a)「登山公園」又は、まだウィルダネスを

保護、それを取 り戻す事の出来 る地域で

の「保護 ゾーン」の設定の提案と、その

可能性の追求。

(モ ンブラン、インターナショナルパー

ク、ホーヘ ンタウエルン国定公園、その

他 ドロ ミテの荒 らされていない地域 )

b)ア ルパイン・ スタイル、 ライ ト・エクス

ペンデション、ゥル トラ・ ライ トエクス

ペンデションの ヒマラヤ登山を促進す る。

規則を守 らない遠征隊や トレッカーに対

し厳 しい罰則 と共に、決め られた場所に

ゴ ミを持 って行 く義務を設定する事を、

現地政府に要求する。

3.こ の運動は、恒久的な活動 として以下の事を

進める。

a)ゥ ィルダネスに相反する設備の撤去、設

置の妨害。

例えば、バ レブランシュの ロープウェイ、

ペルモのサーキ ッ ト、 シャビェール氷河

(ヴ ァノアズ)の スキー設備、サ レーブ

の観光設備、イタ リーアルプスの鉄道。

特 にこの運動は、大変意義ある活動 とし

て、まず、バ レブラシュの設備の完全撤

去を目標とする。

b)ウ ィルダネスその ものを取 り戻す目的を

持つ、遠征隊派遣組織を援助する。

(ェ ベ レス トのサウスコル、K2の アブルッ

ツィ稜の フィックス 。ロープ。)

4.こ の運動は、政府 、国際機関の関連部門が必

要 な措置をとるよ うに、その意義を理解させ

なければならない。

特 に、政府、地方役所に対 し法の名を持 って、

山での交通手段 (飛行機、ヘ リコプター、 ジ

ープ、オー トバイ、ス ノーモービル、超軽飛

行物)に対 し、罰則 とコン トロールの機能を

〔マウンテンウィルダネス〕
運動の目的

〔Biella, 1987.11.1〕

この運動は、それぞれの国 に於 いて登山、自

然保護 に興味を示す各団体 に関連するもので、

以下の 目的を持つ。

a)ゥ ィルダネスの精神 に戻 ると言 う方向で

の、登山文化の変革を促すものである。

コマーシャリズム、節操のない商業主義

との闘 い。学校での青少年の情操教育の

促進。ガイ ド、登山 リーダー、 トレッキ

ング企画者 にエコロジーと言 う観念の創

造。

b)こ れ らの団体が、ウィルダネスの精神 と
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持つ、厳 しい規定を設定するよう要求 しなけ

ればならない。

アルパイン0ス タイル及びラ

イト・エクスペディションの

定義
山岳雑誌、新聞等に頻繁に使用されるこの言葉

に対する定義が緊急に必要である。この定義を明

確にする目的は、登山者をして不可能に挑戦させ

るものでな く、登山がいかに実行されたかをはっ

きりさせるものである。

それ故、山に於ける競争を激化させるものはな

く、別の意味で登山のマナーの本質を示すもので

ある。

以下の定義は、1%5年 4月 28～ 3o日 の、 SAD
ABELLの 委員会及び1985年 10月 10日 、VENI
SE委員会の UIAAエ クスペディション委員会

でのUIAAの 幹部によって提案 された ものでぁ

る。

〔アルバイン・スタイル登山〕

以下の如 くアルパイン・ スタイルを定義する。

1)1～ 2パ ーテ ィで実行 された もの。 (最

大 6人の編成 )

2)ベースキ ャンプより上部のル ー トエ作は

前 もって何 もなされていない こと (高所

キ ャンプ、デポ等 )

3)フ ィックスロープを設置、利用 しない事。

4)登高、下降において他の人工的補助 (ポ

ーター、他の隊、等)を受 けないこと。

5)酸素 ボンベを最初か ら携行せずに実行す

る。

〔ライ ト・エクスペディション〕

遠征において対象となる山にたい して基礎的な

準備要因をより少なくしたものを、ライ ト・エク

スペディションと定義する。とりわけ以下の要因

が重要である。

1)ア プローチではできるかぎり少ないポー

ターを使用する。

2)ポ ーターの使用はベースキャンプまでと

する。 (シ ェルパ、サポート隊、機械力、

等 も同様である。

3)隊の編成は最大 6名 とする。

4)酸素ボンベは医療目的以外は使用 しない。

この領域に関 してはあらゆる意味の解釈ができ

るので登山者は遠征報告においてはスポーッ精神

にのっとり最 も重要 と思われる詳細を報告すべき

である。

カ トマンズ宣言

○植物、動物の生態系及び天然資源の保護 に努力

し、山岳環境の保全につとめよ う。

○人間の登山行動による自然破壊を防止 しよう。

○地域の文化的遺産を尊重 し、地元住民の尊厳を

犯さないようにしよう。

○自然の回復と復元活動を推進 しよう。

○各国の登山家が、友好と平和の精神で交流 し、

自然保護を促進 しよう。

○人間と環境の調和をはかり、そのために必要な

情報と教育を相互に利用出来るようにしよう。

○エネルギーと廃棄物の処理に利用する技術は環

境を破壊 しないようにしよう。

○環境保護に努力する山岳国の活動を発展 させる

ために協力しよう。

○政治的配慮によって、自由に登山出来る地域を

広げよう。
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一枚の写真から

ここに一枚の写真を紹介する。昨冬惜 しくもア

ンナプルナ南壁に眠った ヒマラヤニスト斉藤安平

が撮影 したものである。彼は、1986年 秋ラプチェ

・カンを偵察 した。彼の慧眼により私達は昨年無

事初登頂に成功 したのである。

偵察の折、彼は巨大な氷河湖「錯朗馬」の西に

ある6,140m峰 に登リラプチェ・カンを偵察 した。

西にはシシャパンマとカン・ペン・チンを望むこ

とができた。そして、シシャパンマの左手に屏風

のように連 らなっていたのがこの写真である。

ドルジェ・シクパ  レンポ・ガン
6,9 66 ri1           6,979 rn

▲ ランタン～ジュガール山群東面 〔偵察隊 6′ 140m峰か ら撮影〕
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東面か ら見たとて もめず らしい ランタン～ ジュ

ガ ールの山々であ った。右手黒い部分が シシャパ

ンマの南方にあるニャナン・ り(7,071m)の 末端

壁でありその南稜の一部がのぞいている。中央の

どっしりとした山は、明大の田村宏 明氏が1964年

に単独登頂 したペ ンタン・カルポ 。り (6,865m)

であ り、その手前に シシャパンマの東 にあるポー

ラ・ガ ンチェン (7,661m)の 南 東 にあ る 6,126

m峰である。

さて、 このめず らしいランタン～ ジュガール山

グル・カルポ・ 1'               ランシサ oリ

6.891m                       6,4271n

Panoramic Viewed of Langtang Himal
from Tibetan side

山森 欣一



群の東面を見なが ら山名を入れて見た。南 (左手 )

か ら、 ドルジェ 。ラクパ (6,966m)レ ンポ・ガ

ン (ビ ック・ ホワイ トピーク 6,979m)グ ル・ カ

ルポ・ り (6,891m)突 起 (6,410m)西か ら頭を

出 しているのはランシサ・ り (6,427m)ペ ンタ

ン・ カルポ・ り、無名峰 (ト ライア ングル 6,485

m)西か ら頭を出すのはランタン・ リルン(7,234

m)後か ら大きな山が顔をのぞかせていて見づ ら

いが手前にペ ンタン・ り(61758m)と続いている。

さて、ペ ンタン・ りの後に顔を出 している大 き

な山は何であろうか。実は、既 にご存知の とお り

ネパール政府は、1983年 秋に山名の改定や、標高

の改定などを行ったのである。 (ヒ マラヤ 154号

参照、岩 と雪 100号 に薬師義美氏の解説あり)

その時期に Dr.ハルカ・ グルーン氏 と R.K.シ

ュレスタ氏によ って、ネパール・ ヒマラヤの 6,000

m以上の ピーク 1,310座がまとめ られた。 これは

山名、 標高 、位置 (数字 )な どが記 入 されてい

る。

この表によれば、ランタン、 ジュガール山群に

ペンタン・カルポ・リ
6,865 in

は、 7,000mの ピークであるランタン・ リルン、

ランタン・ り (7,205m1981年 HAJ初 登頂)な

ど 6座を含めて9o数座の 6,OoO m以 上の ピークが

列挙 されている。そ して指定された緯度、経度に

よってそれぞれのピークを配置 してみると、この

ペンタン・ りの後に顔を出している山の付近には、

キュンカ・ りやサムバチュムなどの約 7,000mほ

どの標高を持つ山が存在 しなければならないので

あるが、ランタン氷河中流域の左岸には、キュン

ガ・ りとして 6,601mそ の北西に 6,506m峰があ

るだけなのである。

果 してこれらの峰の標高は何によって得 られた

のであろうか。登山者としては是非知りたいとこ

ろであるし、この大きな山がどれに該当するか知

りたいものである。

尚、1982年 には、イギリスのダグ・スコットら

が、ニャナン・ プー氷河に入り、ニャナン・ りや

シシャパンマ南壁を登っているので、ランタン、

ジュガール山群を東面 (中国側)か ら許可申請す

ればパー ミッションを取得できるものと思われる。

(ト ライアングル)

6,485m
ランタ ン・ リル ン

7,234m
6,126m峰 キュンカ・ リ
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■寸 感■

先頃、ここ数年恒例行事となったHAJ主 催の

合同壮行会が開催された。今年は、4月 ～ 6月 に

かけて出発する登山隊のため久々に桜の壮行会と

なった。

今回壮行された 3隊は、何れも未踏峰への登山

隊で例年の如 く処女峰漁りに出かけるHAJ隊 に

対 し、会場では羨望と嫉妬の入 り交った言葉で各

隊員が激励されているのが見受けられた。

1988年 の今日、このような未踏峰に相まみえる

事が出来ると云 うのは至上の喜びであり、そのチ

ャンスが十分に生かされなければ、誠に勿体無い

と云えよう。大体、今日まで未踏峰として残され

てた玉峰は、その殆どが政治的理由か ら保護 ?さ

れてきた山である。従って唯一のチャンスをもの

に しないと再度処女のまま相まみえる事は甚だ難

しいと伝える。 となると行 く側としてはついつい

肩に力が入って意気込んで しまうが、然し、それ

は人間側の勝手な云い分であって、自然界に太古

の昔から峻立 してきた山にとってははた迷惑な話

であろう。力の次元が違う中で、己れの欲望だけ

しか見えなくなると時として悲劇がもたらされる。

慎重かつ大胆な英断が必要ではなかろうか。

務 局 誌 (4月 )

4日 (月 ) リモ峰、GⅡ 打ち合わせ

友好の自き頂

ラプチェ・ カン 7,367m
1987年 初登頂の記録

チベット定日高原に響える知 られざる山、ラプ

チェ・カンは、HAJと 西蔵登山協会の合同隊が

初登頂に成功した。此の程、この日中友好の足跡

を記 した報告書が上梓された。チベ ット登山に興

味のある人には必読の書と云えそうだ。尚、残部

はつきHAJ会 員のみに限定させて頂きます。

B5版、本文 144ペ ージ、□絵カラー写真 4ペ

ージ、モノクロ写真23ペ ージ他多数。

(頒 価) 3,000円 (送料込み)

(連絡先)〒-160東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧 ビル506 日本 ヒマラヤ協会

CMAと 協議の為、山森事務局長

訪中。

事務局打ち合わせ (稲田、尾形 )

山森事務局長帰国

ゲニ峰打ち合わせ

ヒマラヤm198発送

HAJ合 同家族会及び合同壮行会

(東京・池袋 )

リモ峰打ち合わせ

リモ峰打ち合わせ

来 日中の四川省体育運動委員会副

主任の陳保明氏と懇談 (甲 府 。遠

藤、山森 )

新青峰隊出発 (JL-781便 )

東京集会 (19名 )

6日 (水 )

7日

8日

12日

15日

16日

(木 )

(ζ≧:)

(火 )

(金 )

(土 )

17日 (日 )

18日 (月 )

20日 (水 )

22日 (金 )

25日 (月 )

□

イン ドヒマラヤの手引

改訂版刊行 〃

HAJの 「インドヒマラヤの手引」は、インド

ヒマラヤの トラの巻として好評を得ておりますが、

此の程、これ迄 (第二版)の 内容を大幅に変えて、

改訂版として刊行致 しました。

登山許可申請から遭難事故対策までインドヒマ

ラヤのすべてが豊富な実例と共に盛 り込まれてお

ります。また、付録にはインドヒマラヤの解禁峰

一覧、地図、文献索引、登山規則等があります。

B5版1 126ペ ージ

(頒  価) 2,500円 (送料 250円 )

(申込み先) 日本ヒマラヤ協会事務局まで

日

ヒマラヤ No.199(6月 号 )

昭和63年 5月 10日 印刷  63年 6月 1日 発行

発 行 人 遠 藤  登

編 集 人 尾 形 好 雄

発 行 所 日本 ヒマラヤ協会

〒160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1
淀橋食糧ビル 506号
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遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―

あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なa
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

Z久7ワ:ルデ:ラFフ《|″||タゴ会|〃 留コP03‐574‐8880
〒105東京都港区新橋3-26-3会 計Dレ4F 三井航空サービス代理店2452号

=RE■
suRE 7ou躊

トレッキング 。登山隊の許可取得か ら航空券 。現地手配 までお引 き受けいた します。

～ネパール・ インド・ ブータン・パキスタン・東南アジア・ アフリカ・ 南米～

わ遊旅行
東京本社  〒 101東 京都千代 田区神 田神保 町 2-2 新世界 ビル 5階 803(237)1391(代 表 )

大阪営業所〒 541大 阪市東区平野町 4-53-3ニ ュー ライ フ平野町202号室 806(202)i391(代 表 )

カ トマ ンズ営 業所  JAI HIMAL TREKKING(P)Ltd.P.0.B O X 3017
KATHMANDU. NEPAL :8221707

運輸大臣登 録 一般旅行業 607号

トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア

式
祗

株
書

′

I
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ヒマラヤヘ 装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東 京都新宿区百人町2丁目2番3号 803(208)6601～ 3

0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地80486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東京都千代田区三崎町2丁 目8番 14号●03(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東 京都千代田区神田神保町1丁 目8番地803(295)0622

0新宿西回店/〒 160東 京都新宿区新宿1丁 目16番 7号●03(346)0301に )

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地●0273(27)2397ω

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番 8011(222)5305

→肇J五万■:スだ―〃
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号奮0252(43)6330

0仙台店/〒 980宮 城県仙台市東八番丁107番 地の36号80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東京都町田市原町田6丁 目6番地14号80427(26)6248(lt)

●フ~ズシヨンプ/〒 160東京都新宿区百人町2丁 目2番 43号803(232)1286

0外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 803(200)7219

●事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号 803(200)1004
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